
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

［第 3 グループ内の例会日］ 新狭山(月)、入間(木)、入間南(火)、飯能(水)、日高(火)、狭山中央(火) 
                   所沢(火)、新所沢(火)、所沢西(火)、所沢東(木)、所沢中央(月
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※出席報告 
会員数 出席者数 出席率 前回修正 

３６名 ３１名 85.29％ 71.88％ 

  会長の時間        江原会長 

 
 こんにちは。 
今日は医療法人尚寿会理事長、

そして大生病院院長としてご

活躍されている寶積英彦先生

に外来卓話の時間をお願いし

ておりますので、私のお話しは短くさせていただ

くつもりでいます。先生、後ほどの卓話の時間を宜

しくお願いいたします。 
先々週は大雪の日に新狭山ロータリークラブと

の新春合同例会があり、足元のおぼつかない中お

集まりいただきありがとうございました。また先

週の例会は三芳町上富で廃材処理プラント、リサ

イクル製品製造会社の石坂産業への企業訪問をし

てまいりましたが、近隣への配慮や自然に対して

の保護育成などにも努めており、産廃業者への今

までの私のイメージが一新されました。会員の皆

様には石坂産業の生産品の購入等、ご協力もいた

だきましてありがとうございました。またこの企

画を計画していただいた佐々木職業奉仕委員長あ

りがとうございました。 
 さて今日の会長の時間は、皆様よくご存じの狭

山市北入曽にある県指定史跡の『七曲井』について

お話しいたします。私が以前見学したときは期待

ほどの史跡とは感じられず、立て看板に記されて

いる文面を読んでもさして印象にも残りませんで

した。しかし、昨年の１２月に家族同伴親睦旅行で

見学した『秩父の夜祭り』や『さきたま古墳』のこ

とを調べているうちに身近にあるものへの興味が

出始め、再度『七曲井』のついて調べてみました。 
・・立て看板・・ 
「飲料水を獲ることが困難な武蔵野台地では、堅

掘り（たてぼり）井戸を掘る技術が発達する近世ま

で、漏斗状（ろうとじょう）に掘り下げて井戸を作

りました。このような井戸の一つが七曲井（ななま

がりのい）で、平安時代中頃に掘られたと考えられ

ます。残された古文書から江戸時代まで使われて

いたことがわかっています。昭和４５年に発掘調

査が行われ復元されましたが、平成１５年の調査

で井戸内にあった石壁に崩落の危険性があること

が明らかになりました。そのため、平成１７・１８

年度に崩落防止工事を実施しました。こちらから

見えるのは、工事により積み上げられた盛り土で

す。そのため本来の姿とは異なっています。また、

道は復元してありますが、下部の回り道は湧水を
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防ぐ目的で埋め立てたため、現在は見えなくなっ

ています。反対側の見学スペースでは、本来の井戸

の法面（のりめん）がご覧になれます。案内図の位

置に移動してご覧ください。」 
立て看板にこの文面があり隣に図面が掲示され

ているだけでしたので、もう少し付け足します。 
立て看板では、この井戸がつくられたのは平安

時代の中頃といわれていますが、いつ頃につくら

れたのか、誰が何のためにつくったのか、どのよう

に使われたのかなど、正確なところは一切わかっ

ていないそうです。井戸は巨大で開口部は直径１

８～２６メートルのほぼ楕円形で、そこからすり

鉢状に１１メートル強掘り下げられており、底部

直径が５メートル、実際に水をくむ井筒部は直径

が３メートルあり、松材で井桁が組まれ、周囲が石

で築き固められています。 
 北側に備え付けられた道は、上辺ではつづら折

りの階段状になっていて、途中からぐるりと回り

こむようにして井戸中央部へ向かうようになって

おり、どうやらこれが「七曲」という名前の由来の

ようです。またこの工法は降り井戸と呼ばれ、まっ

すぐに作井（さくせい※井戸を掘ること）する技術

がなかった時代につくられたものと考えられてい

ます。   
 昭和４５年の発掘調査・復元工事で、最後の大改

修は宝暦９年（１７５９）となっています。少なく

とも、江戸時代までは実際に使用されていたよう

です。また、この井戸の掘られた時期が全く不明か

というと、そうでもなく、意外な点に解明する手が

かりがあったそうです。井戸の所在地が「北入曽字

掘難井」にあることです。この「掘難井」は、現在

は「ほりがたい」と呼ばれていますが、地元では古

くから「ほりかねのい」と称していたようです。地

盤がかたく、井戸を掘るのが困難だったことが、そ

の名の由来になっていると考えられています。 
 そして、この「ほりかねのい」という言葉が我が

国の文献に現れるのは、平安時代前期の女流歌人

である伊勢の和歌集『伊勢集』で、[いかでかと思

う心は掘りかねの井よりも猶ぞ深さまされる]の１

首が詠まれてから以後で、清少納言の『枕草子』に

も、[井は堀兼の井。走井は逢坂なるがをかしき。

山の井。さしも浅きためしになりはじめけん。]と

あり、天下の名井の第一位に「ほりかねの井」を挙

げています。しかし、これらの「ほりかねの井」は

七曲井のみを示したものではなく、武蔵野台地に

散在していた漏斗状の井戸全般を指し示すとされ

ています。 
 また、延長５年（９２７）にまとめられた法典『延

喜式』巻５０雑式には、「諸国の駅路には果物の実

る木を植え、旅人の休息の場を与えるとともに、飲

み水のないところには井戸を掘りなさい」という

意味の文がありますが、つまり『七曲井』は「ほり

かねの井」の一種であり、『七曲井』の脇を通る道

が古代は入間街道、中世は鎌倉街道の沿線にあっ

たことから、遅くとも９世紀後半から１０世紀前

半にかけて、武蔵国府の命令により掘られた交易

のための重要な公共の給水施設だったと考えるこ

とができるそうです。 
 普段車で行き来している街道沿いの、近隣の人

も気に留めていないような古い井戸跡ですが、こ

うして調べてみると狭山市の貴重な財産の一つで

あると感じました。大切にしていきたいと思いま

したのでお話しさせていただきました。 
 
 

  幹事報告                小島幹事 

１. 第３グループ IM 登録について。 
２. ３月５日(土)開催・RLI セミナーDL 養成コー

ス参加者の確認について 
３.国際ロータリー年次大会ソウル大会について 
４.コーディネーターニュース 2016 年 2 月号 
５.ソウルで「第 17 回ロータリー国際囲碁大会」の

ご案内について 
６.訃報のお知らせついて 
・地区・パストガバナー、金子千侍様(享年 87 歳) 
・所沢 RC パスト会長、平岩宗敏様(享年 70 歳) 

７.狭山青年会議所より、過日の新年会賀詞交歓会

に際してのお礼状について 
８.石坂産業(株)よりお礼状 
９新狭山 RC より広告依頼について 
10.例会変更 新所沢 RC 所沢西 RC 
11.受贈会報 所沢 RC 入間 RC 飯能 RC 
      所沢中央RC 所沢西RC 入間南RC 



12.回覧物 RI 日本事務局 財団室 NEWS ２月号 
     バギオだより 1 月号 Vol52 

           AAR ニュース １月号 ２月号 
 
 
 米山奨学生         趙 恩 恵さん 
皆さんこんにちは。 

学生時代も後2ヵ月となり

ました。私は本当にちゃんと

仕事ができるか、最近凄く心

配になっています。 
最近の報告としては、今埼玉に住んでいるので

すが、3 月末に会社の寮に入ることになり、引越し

の準備をしています。会社の寮は横浜のあざみ野

という駅にあるのですが、会社からは大体 45 分く

らいです。 
今まで引越しをするときは荷物を全部自分で持

っていったり、自分で送ったりしていたのですが、

今回は会社が負担してくれるので初めて引越し屋

さんを利用する事ができて、ドキドキしています。

私はあまり知らなかったのですが、日本はこんな

にも色々な引越し屋さんが多いのかということを

初めて知りました。もしお勧めの引越し屋さんが

ありましたら、教えて下さい。 
最近卒業論文も無事に終わって、この間韓国に

一度帰国し、親に私の卒業論文を渡し、喜んでくれ

ました。あと 2 ヶ月間楽しみながら、頑張ってい

きたいと思います。 
 
 

  委員会報告    
清水青少年奉仕委員長 

先般柴田パスト会長よりお話があったかと思い

ますが、先ほど小島幹事より報告がありました通

り、狭山リトルシニア野球協会へのボールと用具

の寄贈の件が理事会で承認されまして、1 月 20 日

に事務局長の須田様にお会いし、段取りをつけま

した。今月 13 日 1 時から寄贈を行うということ

で、会長と幹事共々が出向いてお渡しすることに

なっておりますので、ご報告致します。 

 

「外来卓話」・・・・・・・・ 

…講師紹介…          江原伸夫会長                       
以前、当クラブに大変ご貢献頂きました克彦前

理事長がお亡くなりになってから、ずっとお一人

であれだけ大きな尚寿会の屋台骨を背負っていら

っしゃいます。本当にいつも明るく、にこにこされ

ていて、患者さんの評判も非常に宜しいようでし

て、私どもの薬局でも、理事長のお話をされていく

患者さんが非常に多くいらっしゃいます。 
実を言いますと、ロータリーにも先々ご入会頂

けるというようなお話を頂いておりますが、まず

は今お足下を固めて頂いてからゆっくりお考え頂

き、私どものクラブに参加して頂ければ幸いかと

感じておりますし、また先生にもそのようなお話

はさせて頂いているところでございます。 
今日はリハビリテーションのお話ということで、

これから私たちの一番大切になる、お話をして頂

けるかと思っております。私も、皆様も楽しみにし

ておりますので、先生宜しくお願い致します。 
 
医療法人尚寿会理事長 大生病院院長 
     寶 積 英 彦 様 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
医療法人尚寿会の寶積と申します。本日はお招

き頂きまして、どうもありがとうございます。そし

て昨年、私の父である寶積克彦葬儀の際には、皆様

に大変お世話になり感謝しております。 
本日は、地域の方々がリハビリテーションに望

むもの、そして私が望むものということで、短い時

間ではありますけれどもお話をさせて頂きたいと

思います。 



今日のスライドは、当法人のリハビリテーショ

ンのセラピスト、リハビリをするものが約 100 名

おりますが、その 100 名のセラピストに、あなた

たちはこうあるべきだ、あなたたちはこのように

学習をしていくべきだ、こうした志を持ってステ

ージに立ち、患者さんと正面で向き合いなさいと

いうことをセラピストに伝えるために作ったもの

です。一度だけ私がこの内容をセラピストに伝え

る、いわゆる教育用の資料ですので、皆様にご理解

頂きたいのは、当法人ではリハビリテーションを

行うセラピストにこのようにして教育をしていま

す、そのようなニュアンスを少し掴んで頂ければ

と思います。 
タイトルは、地域の方々がリハビリテーションに

望むもの、当法人のセラピストに望むものは何か

ということと、もう一つ、私個人がセラピストに何

を望むかというメッセージを入れてあります。 
まず始めに、これは一つの研修に使ったもので、

当然のことですが、研修とは学問です。そして職業

上仕事をする上で専門分野の知識を高めるものと

いうことで、研修とは何かというお話をしており

ます。 

次にはこの研修の目的ということなのですが、

私は法人の理事長をしておりますが、今回のお話

は中からセラピストのことは見ず、外から、要する

に地域の方々の視点で、今あなたたちに何が必要

かということをお話しますとセラピストに告げて

おります。そしてこれからお話する内容の中には、

私の我儘な私見というものが沢山入っているとい

うことを初めに強く言います。但し我儘な私見と

いうものは、適当に私が作ってきたものではなく、

情報ではなく、学習により得た知識であるという

ことです。 

情報というものは、メディアでも本でも講演で

も、たくさんそうした所から得ることができるも

のです。しかし知識というものは、基本的に得た情

報を如何に自分のものにしてアウトプットできる

か、人に伝えることができるかというものが知識

であると思います。私は皆さんにお話する前に 2
冊の書籍と 4 つのセミナーと 6 つの e ラーニング

を受け、その上で皆さんにお話をする事、きちんと

私も勉強をしたうえで皆さんにお話をしますとい

うことをお伝えしたいと思います。 
まず始めに、そこにいた 100 人のセラピストに

問うた質問があります。「あなたは良い人ですか」、

「良いセラピストですか」という質問です。これは

難しい質問かも知れませんが、その場には当然医

師もおりましたので、同じ質問をしております。要

するに技術が高ければ、人としてそんなに良くな

い人でも良いのか、それともとても優しい先生だ

けれども、そんなに知識がない先生が良いのか、人

か技術かということを問うてみました。 
どのようなプロセスの中で入っていくのが良い

かといった中で、当然リハビリテーションには質

が求められます。患者さんのニーズに対して応え

ていくのがセラピスト、それは当然なことなので

すが、目的よりもプロセス満足というものに行っ

てしまうのが一番良くないというお話を致しまし

た。3. 
ある一つの疾患を治すに当たっては、きちんとし

たエビデンスのある治療を患者さんに提供してい

かなければいけません。患者さんにも色々な方が

たくさんいらっしゃいますが、その中でその日だ

け満足して患者さんが帰るのがリハビリテーショ

ンではありません。その日に患者さんがしたいリ

3,4 ハビリだけさせて家に帰すということは、それ

は迎合リハビリテーションの入り口だということ

で、それは何を意味するかと言いますと、4 つ例を

出しましたが、 
① あの先生はいつも私の言う通りにしてくれて

とても良い先生だ、では私の言う通りにしてく

れるのが良い先生なのでしょうか。 
② あの先生はちっとも私の言う通りにしてくれ

ない、要するに患者さんの言うことを全て聞い

てくれる先生が良い先生なのでしょうか。 



③ あの先生はお願いしても全然検査をしてくれ

ない、では検査をしない先生が悪い先生なので

しょうか。 
④ あの先生は言えばすぐに検査をしてくれる 

それではすぐに検査をしてくれる先生が良い

先生なのでしょうか。 
このようなことをきちんと問いなさい、というこ

とを一番初めに記したことなのです。 
リハビリテーションは医療であるので、その日

だけ患者さんを満足させる迎合ではありません。

患者さんのニーズに応えていくということは、ま

ずきちんとした目的を作る、ゴールの設定をし、そ

のゴールをセラピストと患者さんのチームで、き

ちんと目的意識の共有を行いなさい、そしてその

一つのゴールに行くために、患者さんと意見が違

った場合には、患者さんと闘いなさいというお話

をしました。 
一番最後に記したものというのは、患者さんが

好まないプロセス、こんなリハビリしたくない、痛

いからしたくない、こうすると家に帰るとまた辛

いと言われても、そこには最終的な目標があるの

だということをきちんと患者さんとディスカッシ

ョンした上で、目的意識の共有をして下さい、あく

までも迎合といったリハビリにはしないで下さい

というお話をしました。 
目標設定をする上で、誤った目標設定をしてし

まうといけないということで、いくつか例を出し

ました。 
・頑張っておうちに帰りましょう 
私は○と書きましたが、とても良いことだと思

います。長い入院をし、一生懸命辛いリハビリを

して、元気におうちに帰っていく、正に医療の理

想像だと思いました。 
・おうちで頑張っていても限界を迎えたら入院し

ましょう 
これは少しおかしな話なのではないかというこ

とで、頑張って購入した家は頑張る試練の場で

はなく安息の地です。基本的には自宅は安息の

地であるということで、あくまでも耐えて耐え

て、限界を迎えるのが家ではなく、家で頑張って

頑張って限界を迎えたから入院をするというこ

とはおかしいと思います。 

・頑張って退院して社会復帰をしましょう 
これもおかしいです。病院にいる時は社会にい

なかったのでしょうか。病院というのは非常識

がまかり通ってしまう所であるというニュアン

スを私は持っておりますので、病院は非日常、非

社会人の集まりなのかということですか、病院

にいるときもきちんと社会にいるのだというこ

とを認識して患者さんに接しなさいということ

で、病院というのは特殊な所ではないのですと

いう話を致しました。 
・機能改善 
元気になって患者さんが家に帰るとなると、多

くのセラピスト、医師、看護師が、元気にはなっ

たけれどもその人が家に帰ると独居なのだと、

周囲の方たちは大きな心配を致します。心配を

することは当然大切なことだと思いますが、一

人を満喫したい独居の方もたくさんいらっしゃ

るのです。そのような所まで口出しをせず、きち

んと個人の尊厳を尊重して退院させて欲しいと

いう話を致しました。 
一人の生活を満喫したいと言っている方に対して、

色々な介護保険やサービスを家に入れてしまう、

掃除のサービスを入れてしまう、食事を運ぶサー

ビスを入れてしまう、それは間違っていると、個人

のしたいような生活レベルにあげてあげるのがあ

なたたちの仕事だという話を致しました。 
それでは患者さんは一体何を要求しているのか

ということですが、障害の改善は当然です。 
例えば脳梗塞を起こして手が不自由になってし

まった、足が不自由になってしまった、そこの機能

を戻してあげるということは当然であり、それよ

りも患者さんが望むものは生活の再建なのだとい

うことをきちんと認識して欲しいと話しました。

右の人差し指が動くようになる、中指が動くよう

になるといった問題ではなく、家に帰ってトイレ

に自分で入れるといったことがリハビリテーショ

ンの目的なのだということをお話しました。 
究極の言い方をしてしまいますと、何が一番の

目的か、患者さんが何を要求するのかということ

は、死にたくないということは当然誰しもが持つ

欲求ですが、それよりもなりたくないのは、寝たき

りになりたくないのです。死にたくないという要



求には私も答えられませんが、寝たきりになりた

くないというこの要求には、医師、セラピスト、看

護、介護士を含めて、全員が協力していかなければ

なりません。今お話した患者さんの要求に応えて

いくために、あなたたちはもっともっと勉強が必

要なのだと、それが技術であり、ヒューマンスキル

であるというお話を致しました。 
ではこのリハビリテーションを誰がするのかと

いうことですが、OTPTST という言葉があります

が、理学療法士、作業療法士、言語療法士と、リハ

ビリテーションとは色々なパーツパーツに分れて

おります。しかし患者さんは、調子が悪いので理学

療法お願いしますと病院には来ませんというお話

をしました。何が必要とされているかということ

は、医学側にとっては常にジェネラリストが必要

とされているというお話を致しました。医師もそ

うですが、多くの専門医制度ができ、循環器専門、

消化器専門、脳神経専門と色々な医師がいるかも

しれませんが、それは極論であり、最終的には全て

が見られる医師、病気と一緒に患者さん自身を見

られるセラピストになりなさいとお話し致しまし

た。病院だからという観念は捨てて下さい、病院だ

からこうなのだという勝手なルールは作らないで

下さいと、医療はもう生活に入り込んでいる時代

です、医療に全く関わらずに生涯を終える人はい

ないということです。医療人＝地域人、医療人＝一

般常識を持った人であるという自覚を持って働い

て下さいということです。病院はこのようなルー

ルですといった、あたかも医療が尊厳だけ持つよ

うな姿勢は決してやめて下さいということです。 
これは私が少し嫌味っぽくセラピストに書いたも

のですが、看護師、介護士も入院するときっとうる

さい患者になります、セラピストも入院するとき

っと我儘な患者になります、医師は入院すると最

悪な患者になりますといったことをセラピストに

お話致しました。 
ここに記した内容とは、先ほど私がお話したジ

ェネラルセラピストのことです。患者さんは病院

に、私はここが悪いから言語療法や理学療法をし

て下さいなどとは来ません。どんな職種もセラピ

ストであって、教育課程は違うかもしれませんが、

どんな患者さんでも見ることができるスキルを学

習しなければいけないということをお話致しまし

た。当然自分の専門分野を勉強することは構いま

せん。理学療法士が理学療法を勉強する、作業療法

士が作業療法を勉強する、言語療法士が言語療法

のスキルをあげる、これは当然のことと私は思い

ます。ただし自分の知らない所を勉強して、きちん

と患者さんの要求に応えていくことが大切だとい

うことです。 
ではどのようにして勉強していくのが良いのか、

そして先輩の優れたセラピストは、次世代に対し

てどのような教育をしていくことが理想的かとい

うお話を、重ねてここからお話させて頂きます。 
良い人材の成長と育成と書きましたが、これは医

師も一緒です。専門分野の研磨とは当然のことで、

私たちはそのために国家試験を受けてライセンス

を持っているわけです。それ以上にジェネラリス

トの育成です。要するにスペシャリストではなく、

万能に多くの範囲を見られるセラピストの育成と

いうことです。技術だけではなく、患者さん本人も

見ることができるということです。 

先ほどの復習となりますが、良くしてあげたい

という思いやり、これはどのセラピストも必ず持

っているものです。ただし良くしてあげたいとい

う思いやりをきちんと目的意識を持って患者さん

と共有して行っているか、その日だけ患者さんを

笑顔にして、その日だけ元気にして帰すセラピス

トになっていませんか、迎合リハビリになってい

ませんかということなのです。正しいゴール設定

を患者さんと共有した後は、患者さんとゴールを

目指すにあたって少し意見の相違が出たときにで

も、ゴールを再確認し、きちんと患者さんと闘えま

すか、それなりの強い意志をもってゴールを設定

していますかということです。 



指導は技術からではなく思いやりからだとあり

ますが、自身が指導する者から学ぶ気持ちも必ず

持って欲しいということも、記してあります。 
後輩のセラピスト、新人のセラピストに対して

は、当然法人に入った後に教育が必要です。ではど

のように教育していくかといったときに、私は個

性を見つけてあげられるかということを記してあ

ります。個性というものは非常に大切なことで、リ

ハビリテーションに限らないと思うのですが、例

えば物を聞いて覚えるという方に、まとめて紙を

渡してもなかなか覚えることはできません。現場

で実践をしていくことによって非常にスキルが伸

びるセラピストに、現場の体験ではなく座学の勉

強をさせてもそのセラピストは伸びません。教え

てあげる個々が、どのようなタイプの個性を持っ

ているのかということを、まずは指導する側がき

ちんと見極めなさい、そして適正に合わせた教育

がされなければ、それは教える側のスキルが足ら

ないのです、ということをお話しております。 
教育の仕方ということをセラピストに教えるた

めに、私が 2 つだけ例を出しました。このスライ

ドに長男がおりますが、私の初めての子でしたの

で、この子にどういった教育をしてあげようかと

思った時に、色々なことをどんどんと詰め込んで

あげれば色々な知識がつくのではないかと、直接

私が色々な情報をこの子に山ほど教えてあげまし

た。一緒に横について勉強を教えてあげました。当

然情報を詰め込むだけではいけませんので、先ほ

ど情報と知識の違いというお話をさせて頂きまし

たが、きちんと情報が知識になるようにしたつも

りです。ただし基本的には、この子のしたい、した

くないに合わせずに、私が自我で詰め込んだ教育

をこの子にしました。 
結果何が起こったかといいますと、基本的には

このような小学校、中学校に行かせてあげたいと

思う所には、叶わずじまいになってしまったので

す。要するに個人の適性というものをみないで教

育をしてしまったために、その時はそういった現

象がおきてしまいました。 
下の息子がおりますが、長男で失敗をしてしま

ったので、今度は私も少し勉強をして作戦を変え

てみました。最近の小さい子は色々なメディアに

も長けておりますので、情報は何でも良い、テレビ

を見ても良い、本を買っても良い、漫画を読んでも

良い、スマホをいじっても良いと、情報収集は全部

自分でさせました。そしてこの子にいつも、成功体

験ばかり教えてあげたのです。何かが出来ると必

ず良くできたねと、要するにハードルを越える楽

しさだけを教育してあげたのです。物事の知識と

情報の教育は何一つしませんでした。あとは反発

心が強い子でしたので、反発心を煽るような教育

をしてみたのです。あの子の方が足が速い、あの子

の方がもっとこんなことができる、そうしたとこ

ろだけつついてあげました。この子は一時的にで

すが、このような進路に進んでほしいというとこ

ろに、見事に進んでいくわけです。良かったなと思

いましたが、人生何が待ち受けているかわかりま

せん。長男は先ほどお話した通り、なかなか思うよ

うな進路には進めませんでしたが、ただし時間が

経って今年で中学 3 年生になります。そうすると

知らないうちに、人に物事を強要しないタイプの

リーダーシップがあることに私が気づきました。

そのため、この子自身に多くの選択肢を与えてみ

たのです。例えばスマホが欲しい、何故使うのだと

いう理由は問います。自分専用の部屋が欲しい、静

かな所で勉強がしたいのだと、良いかなと思うも

のは全てこの子に与えてあげました。 
その結果、例えば試験が上手くいかなくなった

とき、どうして上手くいかなくなったのかという

事を彼に問うと、彼の方からは試験前にいつもよ

りも多くスマホを使ってしまった、勉強の時間が

スマホに割かれてしまったので、次回のテストま

ではスマホをお父さんに返しますといったように

変化が起きてきたのです。 
一過性に上手くいったように思った下の子はど

うなったかといいますと、自分が特別な存在であ

るかのように認識をしてしまったおかげで、今は

勉強もしない、土日はずっと朝から夕方までゴロ

ゴロしてテレビと DVD を見ている、コントロール

不能になってしまったということなのです。 
少し冗談交じりの話を致しましたが、言わんと

したいことは、事例からの検証結果ということで

す。最良の教育、もちろんセラピストという視点か

らに戻させて頂きますが、最良の教育というもの



は教育者の自我によるものではないということで、

個人に合わせた教育方法をきちんと見つけてあげ

なければいけないということです。 
個人は成長します。時として間違った方向、期待

と異なった方向へ成長を遂げてしまう事、そんな

ことはしょっちゅうです。思い通りにはいきませ

んが、個人をきちんと見つめてあげるのであれば、

要するに先輩のセラピストが後輩のセラピストを

きちんと見つめてあげることができるのであれば、

速やかに変化に気づき、教育側が変化すること、そ

れが教育者の学習であるということです。個を教

えるためには、個をきちんとみなさいと、そしてそ

の個が変化しているときには、変化に鋭敏に反応

し、そしてすぐに変わった方法に自分でチェンジ

をして指導方法を変える、これが教育側の学習で

すというお話をしました。 
なかなか風変りなお話で、ここにいる皆様にお

話しするようなレベルには至らないお話だったか

もしれませんが、セラピストとはどういうものか

ということと、セラピストがセラピストを教育し

てく上では何が必要かということを、当法人では

私の方から 100 名のセラピストにこのような形で

教育をしているということを、皆様にご紹介させ

て頂きました。 
学習と変化のない組織は淘汰されてしまうとい

うことを職員教育するために作成したものです。

皆様にお話させて頂くには非常にレベルの低いも

のであったかもしれませんが、私のすべきことは、

地域の皆様のために少しでも高いレベルの法人を

つくること、職員を教育していくことですので、そ

の一つを皆様にご紹介させて頂きました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 

                     
     
江原君 先週、先々週と皆様ありがとうございま

した。本日は医療法人尚寿会理事長そして

大生病院院長であられます、寶積先生に

卓話の時間をお願いしております。先生

お忙しい中ありがとうございます。宜し

くお願い致します。 
小島君 医療法人尚寿会理事長 寶積英彦先生よ

うこそお出でいただきました。お話し楽

しみにしておりました。 
浜野君 医療法人尚寿会理事長 寶積英彦様、米山

奨学生趙恩恵さんようこそいらっしゃい

ました。本日の卓話楽しみにしています。 
    宜しくお願い致します。 
稲見君 医療法人尚寿会理事長 寶積英彦先生よう

こそおいで下さいました、今日のお話し

楽しみにしています。 
片山君 大生病院院長寶積英彦先生 卓話楽しみ

にしていました。 
益子君 医療法人尚寿会理事長 大生病院院長,寶

積英彦様、外来卓話楽しみにしていまし

た。宜しくお願い致します。 
佐藤君 冷たい北風が吹くこの時期は、本当に身

に沁みますね、皆様ご自愛ください。 
    本日の外来卓話の医療法人尚寿会理事長 
    寶積英彦様本日の卓話宜しくお願い致し

ます。 
高田君 寶積英彦先生、本日はお忙しいところあ

りがとうございます。卓話楽しみにして

おります。 
若松君 寶積先生、本日の卓話楽しみにしていま

した。宜しくお願いします。 
会員誕生祝 石川君 小室君 益子君 野口君 
      沼崎君 
夫人誕生祝 栗原(憲)君 高田君 田中(隆)君 

※次の例会     
２月１６日（火）⇒２月２７日（土）第３グループ IM に振替 

              入間産業文化センターに於いて 
２月２３日（火）⇒家族同伴親睦日帰り旅行に振替 
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